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「「情情報報のの世世紀紀」」ののモモノノづづくくりり考考（（１１２２））  

閑閑話話休休題題「「散散子子酔酔酩酩処処にに棲棲むむ記記」」  
和和田田龍龍児児  

 
「「技技術術者者諸諸君君、、元元気気をを出出しし給給ええ」」  

 

 機械文明が支えた 20 世紀は終わりを告げ、情

報文明社会が開花するといわれ続けてきた 21 世

紀がやってきた。 

 

 21 世紀に果たす機械技術者の役割は何であろ

うか。筆者は、その役割の重要性は変わっていな

いし、それどころか、ますます重要になってくる

と考えている。 

 

 華やかな情報革命が進行する中で、かつて時代

をリードしたハード技術者の影が薄くなってい

るかに見える。筆者の務める大学のキャンパスを

見ても、機械技術者をめざすといった意志をもっ

た学生は、昔ほどみかけなくなった。 

 

 しかしながら、機械技術はしっかりと、IT を中

心としたハイテクを支えている。日本の IT 革命

は情報通信技術を中心に新しい展開を見せよう

としているが、これは、その背景にしっかりとし

たハード技術、ものづくりの技術の基盤があって

のことである。そして、こうした技術がこれから

のハイテクを支えていくということも、また確か

である。 

「技術者諸君、元気を出し給え、サミエル・ウル

マンの青春の詩ではないが、元気は気の持ちよう

だ」 

 

 筆者は、このことが伝えるために、本連載で、

さまざまな話題を取り上げてきた。しかしながら、

まだまだ十分に意を尽くすことができないでい

る。本連載は 24 回を予定しているが、今回でも

って、その半ばを超えた。こうした反省を踏まえ

て、さまざまな話題を提供していきたいと考えて

いる。 

 

 しかしながら、一方ではモノづくりの技術者た

ちも、大きく変わっていかなければならないこと

も確かである。そういう意味では、人々が未来に

描く夢や希望を実現するための若干の精神的緊

張が必要だと思う。そういう意味では、現在は、

新しい姿に脱皮するための苦しみの期間でもあ

るといえる。この期間の努力を怠らなければ、必

ずや新しい展開が見えてくるはずである。 

 

 さて、今回のテーマは、「閑話休題」とした。

本連載も、新しい展開を行うための一つのインタ

ーバルである。そういうことで、閑話休題（話は

さておき）、筆者の近況と身辺雑記にお付き合い

願いたいと思う。 

 

会会社社人人間間かからら、、大大学学でで教教鞭鞭をを執執るる身身にに  

 

 筆者は、長年工作機械メーカー企業にお世話に

なった技術者である。この会社生活に別れを告げ、

縁あって大阪府寝屋川市にある摂南大学に経営

工学系の学科を教える教員として奉職すること

となった。今から７年前のことである。 

 

 寝屋川は、大坂市内と京都のちょうど中間に位

置するため、長年住み慣れた名古屋を離れ、京都

に寓居を構えることになった。慣れ親しんだ名古

屋の留守宅に家内一人を残し、久しぶりに気まま

な独身生活を楽しんでみようかと、一人住まいの

覚悟を定めた。 

 

 家内には、気分転換がてら、たまに洗濯や掃除
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に来てもらえればよいと話しながら、小さなテレ

ビ、独身専用の洒落た冷蔵庫、洗濯機を用意した。

朝食は自炊、昼は大学の職員食堂、夜は自炊か店

屋もの、あるいは近所の居酒屋やお飯菜屋さんと、

いろいろ楽しみが増えるぞと、実は内心わくわく

していた。 

 

 こうして、京都と寝屋川にまたがった筆者の新

しい生活が始まった。 

 

 ところが、そのうちに掃除も洗濯もだんだんと

面倒臭く、一人で食べる自炊も味けなくなり、店

屋ものも食べ飽きて鼻につき始めた。当初の意気

込みももくろみも泡とはじけ、留守宅でやはり気

ままな暮らしを謳歌し始めた家内に頼み込み、嫌

がる家内を京都に呼び寄せ、老夫婦二人のささや

かな暮らしを再開することになったというわけ

である。 

 

「「散散子子酔酔酩酩処処」」とと名名づづけけたたわわがが書書斎斎のの由由来来  

 

 拙宅は、狭い中古マンションだが、場所は一

流？である。京都の地理に若干詳しい方であれば、

河原町丸太町交差点の近くで、鴨川にごく近い場

所といったら、私の住まいの周囲の環境をご想像

いただけると思う。 

 

 鴨川まで歩いて 1分という場所にある。京都御

所も歩いて５分ほどの距離で、嵐山、嵯峨野、そ

して金閣寺や銀閣寺へも乗り継ぎなしのバス１

本で行けるという便の良い立地だ。そして、三条、

四条にも近い。 

 

 近所には、『日本外史』を著した幕末の儒学者

頼山陽の書斎跡である萱拭き屋根が残っている。

山陽先生はこの書斎を「山紫水明処」（水西荘）

と名づけた。 

 

 その名の通り、今でも東山三十六峯が一眺でき

るのだが、当時は、遊興街の喧噪なにぎわいのま

っただ中にあった。当時、この界隈は東三本木、

西三本木と称し、有名な遊郭が軒をつらねる歓楽

街のど真中に位置していたらしい。鴨川に沿って

多くの料亭、旅館のたぐいが立ち並び、たくさん

の酔客たちがにぎやかに往来していたのであろ

うと想像される。 

 

 それまで、京都新町に住んでいた頼山陽が書斎

をこの地に移す際、彼の友人たちは、そのあまり

の無謀さに呆れ果てたと伝えられている。当代一

流の大学者が、その仕事部屋を、あろうことか新

宿歌舞伎町の騒々しい飲食街の一角に構えたよ

うなものだったからだ。 

 しかしながら、今は昔。頼山陽が暮らしていた

当時のにぎわい留める痕跡は、まったく見られな

い。古い町屋が連なり、筋をすこし入ると、都会

の喧騒を忘れさせるような静かさが漂っている。 

 

 暮れなずむ晩夏の夕方などにこの付近を散歩

していると、軒下につるされた風鈴が時折、風に

揺れて淋しげにチリリンと鳴ったりして、妙にセ

ンチメンタルな気分にさせる。まさに、往時茫々

の感ひとしおである。 

 

 そのようなことで、表題の「散子酔酩処」は、

泉下の山陽先生には誠に失礼ではあるが、筆者の

狭い京都の寓居の書斎を先生の書斎にあやかっ

て名づけたものである。これは、すでにお気づき

かもしれないが、『山紫水明処』のパロディーで

ある。「つまらぬ小人が酔っ払って管を巻く処」

というほどの意味である。 

 

京京都都のの懐懐のの深深ささをを漬漬けけ物物でで知知っったた  

 

 冬は、近くの出町柳の漬物屋の千枚漬でも肴に

して、京都伏見の銘酒を温燗で一杯やれば、筆者

にとっては至福の時間になる。 

 

 この京都の漬け物のよさに気づくのに、個人的

な一波乱があった。 
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 東北地方の生まれの筆者は、漬物には一家言を

持っている。最もうまい漬け物は、筆者が幼少時

代、田舎でかつて食べた漬け物であると確信をも

って生きてきた。 

 

 漬物鉢一杯の、しなやかで歯ざわりの良いパリ

ッとした淡黄色の大根漬（断じて沢庵漬けではな

い！）や、味噌と紫蘇で漬け込こみ飴色になった

大根、胡瓜や、奈良漬ではない茄子の漬け物など、

関西の人にはやや塩辛いと感じるほどの素朴な

味が懐かしい。そこで、市内のデパート地下の食

品売り場で、地方物産即売会などあると、暇つぶ

し半分、懐かしさ半分で、ぶらつくことも多くな

った。 

 

 京都に住んだ当初、たいへん失礼な話かもしれ

ないが、正直なところ、京都の漬物ほど特色がな

く、不味いものはないと感じていた。現代の漬物

離れした若者を意識してか、人口甘味料の妙に甘

ったるい特徴のない国籍不明漬、京風○○漬の氾

濫である。 

「京風××とでも名付ければ、田舎者は喜んで買

ってくれるとでも思っているのだろうか」と、無

類の漬け物好きの筆者は悲憤慷慨した。 

 

 ところが、しばらく暮らしてみて、これがとん

でもない偏見と誤解だったと気づくのに、それほ

どの時間は要しなかった。 

「あー！何たる無知蒙昧、そして無学」 

 

 われながら情けなくなった。資料を読むと、何

と京都府漬物協同組合加盟の漬物屋さんが京都

市内だけでも、ゆうに 100 軒を数えるそうだ。京

都の漬け物は伝統と歴史に彩られ、互いに切磋琢

磨して、凌ぎを削ってきた特徴ある漬け物が多い。

その種類も豊かで、奥も深い。本物を知ってから

は、京都の漬け物を遍歴する楽しみを覚えた。そ

して、これらの漬け物がご当地の伏見の銘酒とぴ

ったりと合うとなれば、酒好きの筆者にはこたえ

られない。かくて、暮れなずむ頃、散子酔酩処で

は、漬け物と伏見の銘酒を友にした至福の時間が

始まるということになったわけである。 

 

京京都都ののフフェェロロホホルルモモンンのの妖妖ししいい魅魅力力  

 

 京都に住まいを移すことが決まったころ、多数

の友人・知人から「京都は旅行者には親切な町だ

が住んでみると、なかなか大変だよ」と忠告され

た。 

 

 住んで見ると、確かにそんなところがないわけ

でもなさそうである。しかし、その反面新しい発

見もある。 

 

 なにせ 1200 年余も続いた古都である。何代に

もわたる権力者の交代を身近に経験してきた町

でもある。この町の表面の愛想の良さと腹の中は、

別物だという見方も、けっして誇張ではないだろ

う。しかし、そういう気質は典型的な京都人のも

のかというと、必ずしもそうでもない。ごく常識

的で、温厚な方も多いのである。 

 

 よく京都人の悪口の種とされる「ぶぶ漬け」の

話があるが、実態とはかけ離れた、まことしやか

な冗談が一人歩きした例である。このようにして、

京都人のステロタイプが形づくられていったの

だなと思う。この「ぶぶ漬け」のエピソードの経

緯については、麻生圭子さんの軽妙な語り口のエ

ッセイ『東京育ちの京都案内』（文芸春秋社刊、

1999 年）にくわしい。 

 

 いずれにせよ、京都には人々を魅了して止まぬ

何物かがあることだけは確かだ。 

 

 肌で感じる風の匂い、四季のうつろい、町のた

だずまい、人々の会話と何気ない仕草、たおやか

でしなやかで凛とした裏表の世界。いずれをとっ

ても、長い年月をかけてしかできないにわかづく

りではない、落ち着いた文化や風土が息づいてい

る。 
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 かく言う筆者も段々と、京都のフェロホルモン

の妖しい魅力に引きずり込まれつつあることを

白状しなければならない。 

    ＊      ＊       ＊ 

 さて、現在、「情報の世紀」ともいわれる 21 世

紀の「モノづくり」のあり方をテーマにするのが

本連載のテーマである｡これまで、筆者の技術者

としての経験を通じて、世界をリードした 1970

～80 年代の日本のモノづくりの現場から 90 年代

の大転換期にかけての製造業の経緯とその課題

を中心に語ってきたつもりである。 

 

 今後は、これを踏まえながら、現在さまざまな

モノづくりの場で行われている取り組みや試行

錯誤を取り上げ、これからの製造業はどのように

変わらなければならないのかということをテー

マの中心にすえた話題を「散子酔酩処」からご提

供申し上げたいと考えている。(2001/3/28)

 

 


